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PACDBは糖鎖関連の感染症に関するデータベース 

PACDB - Pathogen Adherence to Carbohydrate Database  

 糖鎖医工学研究センター (RCMG) では、Pathogen Adherence to Carbohydrate Database (PACDB) が構築され、2010年3月
から公開している。  
 現在、97の病名や127の病原体（370の株）についての情報が収録されている。PACDBでは、感染症を引き起こす病原体（
バクテリア、真菌、ウイルスなど）のタンパク質が結合する糖タンパク質や糖脂質の情報を提供している。 
 我々は、その結合に関する情報を214の学術論文から抽出し、約1700件のデータ（結合と非結合）を収録し、病名や病原
体、糖鎖についての情報と一緒にPACDBから提供している。 
 PACDBはhttp://jcggdb.jp/search/PACDB.cgiからアクセスできる。 
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PAConto ontology - RDF representation of the PACDB data and Ontology of 
Infectious Diseases known to be related to Glycan Binding 

PAContoオントロジーはPACDBデータのRDF表現及び糖鎖関連の感染症に関するオントロジー 
 JCGGDBでは、疾患に関連したPathogen Adherence to Carbohydrate Database (PACDB) を2010年3月から公開している。PACDBでは、感染症を引き起こす

病原体（バクテリア、ウイルス、真菌、プロトゾア）のレクチンとそのレクチンが結合する宿主（人間と動物）側の糖タンパク質や糖脂質（リガンド）の情報を提
供している。現在、産総研・糖鎖研究グループでは、NBDCの統合化推進プログラムの中で、糖鎖関連データベースの統合化を推進している。我々は、利用

者に分かりやすい情報の提供を行うために、糖鎖生物学側からの視点により、疾患の症状や糖鎖の代謝に関与する酵素の欠損、糖鎖結合性や糖鎖リガ
ンド等に関する情報の階層化と分類を行い、糖鎖と関連が深い感染症に関するPAContoオントロジーを構築した。オントロジーの開発にあたっては、OWL、
SKOS及びRDFなどのセマンティックWeb技術を用いることより、関連オントロジーとの連結を可能にした。構築したオントロジーの可視化のためには、
「SPARQLベース」のユーザインタフェースを開発し、データの検索や階層構造の閲覧、詳細表示ができるようにした。我々は、RDF形式オントロジーの提供と
ともに、ユーザインタフェースも提供している。PAConto オントロジーはhttp://acgg.asia/db/diseases/ からアクセスできる。 
 糖鎖関連の疾患についての情報をオントロジーと一緒に提供することで、疾患の病因・メカニズム・症状等への理解を深めることができると考えられる。 

paconto-schema.rdf 

RDFファイル 

オントロジーの 
構造を表す図 

RDFファイルとユーザインタフェースが
提供されるページ 
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PAContoオントロジー 

産総研が公開しているPACDBデータベー
スのデータのRDF化 

PACDB 

PACDBには、約90病名や約120にも及ぶ病原体についての
情報が収録されている。 

感染症を引き起こす病原体（バクテリア、ウイルス、真菌、
プロトゾア）のレクチンとそのレクチンが結合する宿主（人間
と動物）側の糖タンパク質や糖脂質（リガンド）の情報を提供
している。 

糖鎖生物学側からの視点により、疾患の症状
や糖鎖の代謝に関与する酵素の欠損、糖鎖
結合性や糖鎖リガンド等に関する情報の階層
化と分類を行い、糖鎖関連の感染症に関する
オントロジーを構築した。 

PAContoオントロジー 

RDF 

Classifications 

分類を作成するために使用した外部の情報リソース 

UMLS 
MeSH 

UMLS - Unified Medical Language System 
MeSH - Medical Subject Headings vocabulary 
NCIT - National Cancer Institute Thesaurus 

内部と外部の関連データ
ベースへのリンク情報 

NCIT 
NCBI Taxonomy 

GlycoEpitope DB 

JCGGDB 
(Glycan ID, Motif ID) 

内部と外部の情報リソース 

産総研のデータベース： 
糖鎖関連の感染症の情報 

病原体のレクチンの分類を 
作成するために参考にした文献 

疾患の分類とをターゲット組織の分類等を 
作成するために参考にした情報リソース 

産総研のデータベース： 
宿主の糖鎖リガンド（糖鎖構造の情報） 

Scientific literature 

RDF 

R
D

F 

「GlycoEpitope」データベース 

MonosaccharideDB 

外部の「MonosaccharideDB」
データベース 
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Lectin forms 
26 concepts 

Lectins 
741 concepts 

Species 
127 concepts for species 

& 372 concepts for subspecies 

Diseases 
97 concepts 

Glycans 
402 concepts 

Occur in organism 
(occurrence of microbial 
lectins in microorganism) 

Causes 

Caused by 

Affinity (The affinity of sugars to lectins) 
(from PACDB: the interaction of microbial lectins 
with glycans - Binding / Not Binding) 

pacon:pathAdherMolForm 

pacon:inBioSource 

PAContoオントロジー 

病原体： 
病原体名、微生物タイプ 

感染症： 
疾患名、疾患クラス等 

病原体のレクチン：レクチン名、 
レクチンを産生する遺伝子名等 

病原体のレクチン：レクチンの分類 

References 
214 concepts 

参考文献： 
著者名、論文名等 

Tropism (tissue/cell tropism of 
the microorganism) 

pacon:describedInRef 

宿主の糖鎖リガンド： 
糖鎖構造、糖鎖構造名等 

Target Sources 
225 concepts 

ターゲットの細胞： 
細胞、組織等 

Interaction (Lectin–carbohydrate interactions) 
(glycan recognition by microbial lectins) 
(from PACDB: the interaction of microbial lectins  
with glycans - Binding / Not Binding) 

オントロジーの構造 

本オントロジーの特徴 
 参考文献を基にして、糖鎖生物学側からの視点により、感染症の症状、病原体、病原体のタンパク質（レクチン）、宿主（人間と動物）側の糖鎖

リガンドとターゲットの細胞等に関する情報の構造化と分類を行い、多様な分類をオントロジーに追加した。 
 PACDBデータベースは生物学実験を基にした参考文献に基づいて作成されたデータベースであり、実験の対象とその実験で得られたデータが

多数であるため、PAContoオントロジーの構造が複雑である。 
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【ワード絞込み】 
病原体に関連したワード
を入力して病原体リスト
を絞り込む。 

【リスト表示変更メニュー】 
病原体リストの表示を操作す
るためのメニュー。 
「sorted by」に表示される項

目順に病原体が表示される。
病原体のScientificNameと 
.StrainNameでソートすること
が出来る。 
「grouped as sorted」をチェッ

クにすると、 ScientificName
でリストがグループ化される。
チェックを外すと解除される。 

【病原体リスト】 
病原体の一覧。表示内容や
順番はファセット絞込みやワ
ード絞込み、リスト表示変更
メニューによって変更される。 

【ファセット絞込み】 
ファセットは選択した項目に関連する病原体のみを病原体リストに表示させる。各ファセ
ット間の関係はOR条件となっている。ファセットは以下を用意している。 

・Diseases Classifications    ・ Diseases 
・ Species      ・ Target sources 
・ Microbial Glycan-Binding Proteins   ・ Pathogen Adherence Molecules Types 
・ Glycans and Glycoconjugates Types 
・ Monosaccharides (mainly for the mono- or disaccharide ligands and glycoepitopes) 
・ Glycoepitopes 
・ Structural Features of Carbohydrate Ligands 

病原体名を選択すると「病原体の
レクチンと宿主側の糖鎖との結合
情報」が表示される。 

http://acgg.asia/db/diseases/pacdb PAContoのトップページ 
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結合する 

【ファセット絞込み】 

【関連する疾病名】 

【リスト表示変更メニュー】 

【レクチンと糖鎖との結合情報】 
・ PACDB Refference ID ・ PMID ・ Pathogen Adherence Molecule ・ Binding ・ Ligand Name  
・ Target Source ・ Ligand Features ・ Glycan Sequence ・ Epitope ・ JCGGDB-ID 
・ MOTIF-ID(on JCGGDB) ・ Size of Glycan 

PACDB REF.IDを選択すると
「文献毎のレクチンと糖鎖との
結合情報」が表示される。 
 

結合できない 

病原体のレクチンと宿主側の糖鎖との結合情報 
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【ファセット絞込み】 【文献タイトルとPMID】 

【リスト表示変更メニュー】 

病原体の「レクチンと糖鎖との結
合情報」が表示される。 

【レクチンと糖鎖との結合情報】 
・Scientific Name(Microorganisms) 
・ Pathogen Adherence Molecule(Type and Name, Gemonic Name) ・ Binding  
・ Ligand Name ・ Target Source ・ Ligand Features ・ Glycan Sequence ・ Epitope 
・ JCGGDB-ID ・ MOTIF-ID(on JCGGDB) ・ Size of Glycan 

文献毎のレクチンと糖鎖との結合情報 


